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　 　実施日： 令和7年10月21日（火）

◆ 技術講座について

1-（1）：アンケート調査回答の有無

人員(人) 割合(%)

331 71%

134 29%

465 100%

1-（2）：所属

人員(人) 割合(%)

446 96%

19 4%

0 0%

465 100%

アンケート

回答あり

回答なし

計

所属

会員

自治体

その他

計

71%

29%

割合(%)

回答あり

回答なし

96%

4%
0% 割合(%)

会員

自治体

その他
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2：アンケート調査

Q1.本日のテーマ（内容）の理解度についてお答えください

人員(人) 割合(%)

84 25%

229 69%

18 6%

0 0%

0 0%

331 100%

Q2.本日参加された印象をお答えください

人員(人) 割合(%)

115 35%

202 61%

14 4%

0 0%

0 0%

331 100%

Q3.参加後の仕事のかかわりについてお答えください

人員(人) 割合(%)

133 40%

189 57%

8 3%

0 0%

1 0%

331 100%

ランク

D:期待はずれだった

A:大変よく理解できた

B:大体理解できた

C:少し理解できなかった

D:理解できなかった

E:その他

計

D:全く活かせない

E:未回答

計

E:その他

計

ランク

A:積極的に活かしたい

B:部分的に活かしたい

C:あまり活かせない

ランク

A:大変有意義だった

B:有意義だった

C:普通だった

25%

69%

6%

0% 0% 割合(%)

A:大変よく理解できた

B:大体理解できた

C:少し理解できなかった

D:理解できなかった

E:その他

35%

61%

4%
0%

0%割合(%)

A:大変有意義だった

B:有意義だった

C:普通だった

D:期待はずれだった

E:その他

40%

57%

3%

0% 0% 割合(%)

A:積極的に活かしたい

B:部分的に活かしたい

C:あまり活かせない

D:全く活かせない

E:未回答
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Q4.今後取り上げてほしいテーマ等をご記入ください（200字以内）※意見集約

A. DX・AI・デジタル技術の活用・最新動向

・

・

・

該当コメント数：  60件以上

B. 官民連携（PPP/PFI/W-PPP等）・広域化・コンセッション

・

・

該当コメント数：  30件以上

C. 災害対策・耐震化・老朽化対策

・

・

・ 市町村レベルでのWPPPの成功（事業者側での利潤確保）例を紹介して欲しい意見があった。

・

該当コメント数： 25件以上

D. 新技術・BIM/CIM・設備・施工事例

・

・

該当コメント数： 40件以上

E. 経営・人材育成・働き方・組織運営

・

・

・

該当コメント数： 20件以上

F. その他（国の動向・国際協力・環境・脱炭素等）

・

・

該当コメント数： 15件以上

以下に示すような多様なテーマへの関心が示されている。

経営・人事面のテーマとして、経営戦略、人材育成、働き方改革に関する要望があった。

　本アンケートの自由記述コメントは、DX・AI・デジタル技術の活用や最新動向に関する意見が最も多
く、継続的な情報提供や具体的な事例紹介を求める声が目立った。
　次いで、令和6年度に取り上げたテーマでもあるPPP/PFI・W-PPP等の官民連携や広域化、コンセッショ
ン事業に関する講義への要望が多った。また、災害対策・耐震化・老朽化対策、新技術・BIM/CIM・設
備・施工事例の紹介も多くの参加者が関心を寄せている。
　また、技術講座というテーマとはマッチングは難しいが、経営戦略や人材育成、働き方改革など組織
運営に関するテーマの要望もあったが、国の政策動向、国際協力、環境・脱炭素など多様な分野への要
望も見られた。
　以下、テーマ別に集約をAI活用を行い意見集約を実施した。

最新の耐震指針や災害時の対応事例の解説を求める声がある。

メンタルヘルス、組織のレジリエンス向上などの希望もあった。

（脱炭素・カーボンニュートラル、PFAS・PFOS等の環境対応、サステナビリティ経営など）

上下水道分野における国の政策動向や国際協力のテーマについての要望もあった。

PPP/PFI、W-PPP等の官民連携事業の導入事例や課題、成功例・失敗例の紹介意見がある。

生成AIの業務活用や、AIによる管路診断・劣化予測など、実務応用事例の紹介意見がある。

継続的なDX関連講座の開催や、具体的な導入事例の共有を希望する声が目立つ傾向にあった。

DXやAIの活用事例、最新技術動向の紹介を求める意見が多くあった。

若手育成やOJT、技術継承の仕組み、ストレスマネジメントなどの事例紹介の要望もあった。

管更生工法、漏水検知、点検・調査技術など、現場での新技術導入事例の希望がある。

BIM/CIMや3Dデータ活用、最新の施工技術や設備更新事例の紹介を求める意見が多い。

老朽化施設の維持管理や判定方法についての講義を希望する意見が多い。

地震や豪雨などの災害対策、耐震化の事例紹介についての講義を希望する意見が多い。

広域化やコンセッション事業の現状や今後の動向についての講義を希望する声がある。
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Q5.その他、ご意見、ご感想などをお聞かせください（200字以内）※意見集約

技術講座内容に関する記載

・ DX技術講座の開催に対して感謝の声が多く寄せられた。

・ 国土交通省やJSのDX推進の取り組みに高い関心が示された。

・ 事業主体やコンサル技術者の育成方法について事例紹介を希望する意見が出た。

・ AIやスマートメータの活用事例が好意的に受け止められた。

・ 各社技術の方向性の理解が業界発展に重要だと認識された。

・ AIシステムの重要性や、頻繁な講習の必要性を感じる人が増えた。

・ 技術者育成や現場作業、3D業務効率化の事例への評価が高まった。

・ AI導入による業務変革や、世代間格差の解消を求める声が挙がった。

・ モバイルツール活用事例への興味や、広範な知識習得の機会への期待が示された。

・ 今後は3DやAIを活用した構造計算や課題抽出事例の紹介を希望する意見が多く出た。

・ 継続的な情報提供と技術共有が期待された。

技術講座の実施形態や運用面に関するコメント

・ 今後も多くの研修を継続的に開催してほしいという要望が多く寄せられた。

・ 時宜に合ったテーマ選定や内容の充実を求める声があった。

・ WEB研修会（ウェビナー方式）は参加しやすく、仕事との調整がしやすい点が評価された。

・ 司会進行や音声環境について高評価があり、特に進行管理や音響面が好評だった。

・ 開催時間は、適切であるという意見があった。

・ 一部の発表内容が冗長であったため、発表時間や内容のコンパクト化が求められた。

・ WEB聴講時に音声が聴こえにくい部分があったため、音声環境のさらなる改善が望まれた。

・ 定期的な開催や回数の増加、さらにWEBの活用を求める声が複数あった。
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